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「財務応援Ai 医療会計」の附属明細表に対応したツール（Ver.1.0）をダウンロードにてご提供いた

します。予定されている内容についてまとめましたのでご確認ください。 

尚、商品リリースの際、機能等が若干変更される可能性がありますので、予めご了承ください。 

1．附属明細表ツールについて 
「財務応援 Ai 医療会計 附属明細表ツール Ver.1.0」は、財務応援 Ai 医療会計 Ver.1.0 がインス
トールされている環境で使用します。 
 
財務応援 Ai 医療会計 附属明細表ツール Ver.1.0 をインストールすると、 
医療会計のアイコンとは別に、「医療会計 附属明細表」のアイコンが作成 
されます。 

 

附属明細表を作成するには、財務応援Ai医療会計 Ver.1.0のプログラムの他、以下の環境が必要で

す。 

●Microsoft .NET Framework 1.1をインストールしてください 

附属明細表を作成するコンピュータには、Microsoft .NET Framework 1.1がインストール

されている必要があります。（Microsoft .NET Framework 1.1は、「財務応援Ai医療会計 

附属明細表ツール Ver.1.0」のダウンロードプログラムに含めてご提供いたします。） 

●Microsoft Excelをインストールしてください。 

附属明細表は、Microsoft Excelで作成します。よって、附属明細表を作成するコンピュータ

には、Microsoft Excel 2002以上（Excel 2002、Excel 2003、Excel 2007）がインス

トールされている必要があります。Microsoft Excelはお客様にてご用意ください。 

 

２．附属明細表ツールの概要 

病院会計準則の附属明細表に対応します。 

次の附属明細表を作成することができます。 

附属明細表 

１． 純資産明細表《連動》 

２． 固定資産明細表《連動》 

３． 貸付金明細表《連動》 

４． 借入金明細表《連動》 

５． 引当金明細表《連動》 

６． 補助金明細表 

７． 資産につき設定している担保権明細表 

８． 給与費明細表《連動》 

９． 本部費明細表 

 

《連動》の記載のある附属明細表では、財務応援Ai 医療会計のデータから、所定の分析区分を

持つ科目の残高をExcelへ連動します。 

｢財務応援Ai 医療会計｣ 附属明細表対応 概要(Ｖｅｒ.1.0) 
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３．附属明細表の作成方法 

医療会計 附属明細表のアイコンを開くと、次の会社選択画面が表示されます。 

附属明細表を作成する会社データを選択して＜OK＞を押します。 

               
 

附属明細表画面が表示されます。 

  作成する附属明細表のチェックボックスにチェックをつけ、＜Excel 作成＞ボタンを押します。 

（必要に応じて、対象外科目や注記などの設定を行います。） 
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＜対象外科目＞画面 

財務応援Ai 医療会計の勘定科目で、附属明細表へ連動したくない科目がある場合に、連動対

象外の科目を設定することができます。 

 

 
＜注記設定＞画面 

「１．純資産明細表」について、表の下に注記を入れることができます。 

全角50文字×10行（半角100文字×10行）まで入力できます。 

 

４．動作環境 

システムの動作環境は以下のとおりです。（財務応援Ai医療会計の動作環境と同様） 

3 ユーザー版以上のネットワーク版 
使用環境 

スタンドアロン 

2 ユーザー版、ブランチ クライアント サーバ (*5) 

ＯＳ 
Windows® 2000 Professional SP3 以上(*1) 

Windows® XP 

Windows® 2000 Server

SP3 以上 

Windows Server™ 2003
メモリ 128MB 以上 256MB 以上 

ＣＰＵ お使いのＯＳが推奨する環境以上 

データベース 

(*2) 

MSDE 

容量制限 ２GB 
SQL Server 2000 SP3 (*3) 

ＨＤＤ (*3) 空き容量 500MB 以上 空き容量 500MB 以上 空き容量 1GB 以上 

ディスプレイ 
解像度:1024×768ドット(小さいフォント)以上 ※Windows XPの場合は標準フォント 

表示色:high Color(16Bit)以上 

ブラウザ (*4) Microsoft® Internet Explorer 5.0 以上 
バックアップ装置 DAT ドライブを推奨 (*6) 

プリンタ 
上記の対応 OS で使用可能な A3 対応レーザープリンタ 

（ポストスクリプト対応プリンタは除きます。） 

(*1)：2ユーザー版では Windows 2000 Server SP3以上も動作保証します。 

(*2)：Microsoft SQL Server（または MSDE）はバンドル版です。バンドル版は財務応援 Ai 以外で使用

することができません。 

(*3)：管理ファイル(登録データ)の容量は除きます。 

(*4)：対象ブラウザがセットアップされていないと、財務応援 Ai をインストールすることができません。 

(*5)：サーバの基本ソフトが Windows Server 2003の場合は、サーバにおける操作を、財務共通処理の

＜データベース管理＞および＜ライセンス設定＞に限定させていただきます。 

Windows 2000 Server の場合は、SP3以上になっている必要があります。 

(*6)：バックアップに充分な容量であれば、基本ソフトで使用可能なその他の装置でも構いません。 


